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県
労
連
は
二
一
春
闘
の
全
国

統
一
行
動
日
の
三
月
十
一
日
を

軸
に
、
経
営
者
団
体
へ
の
要
請

行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
勝

見
忍
議
長
や
佐
藤
完
治
事
務
局

長
ら
が
県
商
工
会
議
所
連
合
会
、

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
県

商
工
会
連
合
会
、
県
経
営
者
協

会
の
四
団
体
を
訪
れ
、
要
請
書

を
手
渡
し
懇
談
し
ま
し
た
。
要

請
は
、
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

雇
用
維
持
の
強
化
　
パ
ー
ト
タ

イ
ム
有
期
雇
用
労
働
法
の
周
知

徹
底
　
中
小
企
業
支
援
拡
充
の

要
望
　
最
低
賃
金
の
全
国
一
律

化
と
大
幅
引
き
上
げ
、
な
ど
一

六
項
目
。

　
県
商
工
会
議
所
連
の
岩
田
雅

史
常
任
理
事
は
「
コ
ロ
ナ
対
応

の
た
め
に
働
き
方
改
革
が
頓
挫

し
て
い
る
が
、
パ
ー
ト
有
期
労

働
法
の
徹
底
を
す
す
め
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
県
中

小
企
業
中
央
会
で
は
、
加
藤
祐

悦
専
務
理
事
が
「
と
く
に
中
小

企
業
支
援
で
は
、
皆
さ
ん
の
要

望
と
私
た
ち
の
国
へ
の
要
望
は

一
致
す
る
も
の
が
多
い
」
と
答

え
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
に
つ
い
て
、
佐
藤

事
務
局
長
が
全
労
連
の
中
小
企

業
支
援
政
策
を
説
明
し
、

「
『
支
払
い
能
力
』
に
つ
い
て

ど
の
く
ら
い
の
支
払
い
能
力
を

補
填
す
れ
ば
最

賃
引
き
上
げ
が

可
能
に
な
る
の

か
」
と
問
題
提
　

　
　
起
し
、
厚
　

　
　
労
省
は
必
　

　
　
要
な
デ
ー
　

　
　
タ
を
示
す
　

　
　
べ
き
と
強
　

　
　
調
し
ま
し
　

　
　
た
。
ま
た
、

　
　
「
格
差
解

　
　
消
の
た
め

　
　
に
全
国
一

　
　
律
化
を
は

　
　
か
る
こ
と

接
種
、
検
査
体
制
拡
充
、
医
療

支
援
に
関
す
る
要
請
書
」
を
県

に
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
三

月
初
旬
に
は
、
同
二
六
日
に
担

当
部
局
に
手
渡
し
要
請
・
懇
談

す
る
計
画
で
し
た
が
、
同
二
十

二
日
に
山
形
県
独
自
の
緊
急
事

態
宣
言
が
出
さ
れ
、
同
二
五
日

に
は
過
去
最
高
の
四
九
人
の
感

染
者
が
確
認
さ
れ
る
中
で
担
当

課
が
対
応
で
き
ず
、
郵
送
に
切

は
個
人
的

に
は
賛
同

で
き
る
」

と
応
じ
た

り
、
業
務

改
善
助
成

金
に
つ
い

て
、
使
い

勝
手
が
悪

く
手
続
き

も
煩
雑
だ

と
不
満
を

述
べ
る
団

体
も
あ
り

ま
し
た
。

り
換
え
た
も
の
で
す
。

　
要
請
書
で
は
、
高
齢
者
施
設

や
医
療
機
関
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー

（
感
染
者
集
団
）
発
生
が
感
染

拡
大
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
ふ
ま
え
、
政
府
の
感
染
対

策
は
「
大
規
模
検
査
の
戦
略
が

欠
け
て
い
る
」
と
指
摘
。
県
独

自
の
感
染
対
策
強
化
と
、
国
に

対
し
て
医
療
機
関
へ
の
支
援
や

検
査
の
拡
充
を
求
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
　
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
の
迅
速
な
情
報
公

開
、
市
町
村
と
の
連
携
強
化
　

保
健
所
、
県
衛
生
研
の
体
制
強

化
　
医
療
機
関
へ
の
減
収
補
填

な
ど
九
項
目
。

　
同
ア
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
今
後

も
機
会
を
と
ら
え
て
対
面
で
の

要
請
を
行
う
意
向
で
す
。

切
実
な
声
を
紹
介
。
国
の
責
任

で
医
療
体
制
の
十
分
な
拡
充
や

医
師
・
看
護
師
な
ど
医
療
従
事

者
の
大
幅
増
員
を
と
訴
え
ま
し

た
。
「
い
の
ち
署
名
」
の
は
が

き
版
も
配
布
し
取
り
組
み
を
拡

げ
ま
し
た
。

名
）
の
協
力
を
呼
び
か
け
、
通

行
人
が
次
々
に
署
名
し
ま
し
た
。

県
労
連
の
勝
見
忍
議
長
や
県
医

労
連
の
上
田
潤
書
記
長
な
ど
が

マ
イ
ク
を
握
り
、
コ
ロ
ナ
禍
中

で
感
染
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
な

が
ら
奮
闘
す
る
医
療
労
働
者
の

　
二
一
春
闘
・
全
国

統
一
行
動
日
の
三
月

十
一
日
、
県
春
闘
共

闘
委
員
会
は
、
県
医

労
連
と
共
同
で
「
い

の
ち
ま
も
る
街
頭
宣

伝
行
動
」
を
実
施
。

約
二
〇
人
が
参
加
し
、

山
形
駅
東
口
で
「
い

の
ち
署
名
」
（
安
全
・

安
心
の
医
療
・
介
護

の
実
現
と
国
民
の
い

の
ち
と
健
康
を
守
る

た
め
の
国
会
請
願
署

２１春闘・全国統一行動
国民のいのち守れ！

医労連と春闘共闘が街頭署名行動

検
査
の
抜
本
拡
充
、
医
療
機
関
へ
の
支
援

コ
ロ
ナ
共
同
ア
ク
シ
ョ
ン
が
県
に
要
請

　
「
新
型
コ

ロ
ナ
か
ら
県

民
の
い
の
ち

と
暮
ら
し
を

守
る
や
ま
が

た
共
同
ア
ク

シ
ョ
ン
」
は

三
月
二
六
日
、

吉
村
美
栄
子

知
事
宛
の

「
ワ
ク
チ
ン

県商工会議所連合会に要請書を手渡す勝見議長

呼びかけにこたえ署名する人たち
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東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故

か
ら
一
〇
年
と
な
っ
た
三
月
十

一
日
、
震
災
・
原
発
事
故
避
難

者
の
た
め
の
な
ん
で
も
相
談
会

実
行
委
員
会
は
、
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
・

東
西
自
由
通
路
で
「
被
災
者
生

活
再
建
支
援
制
度
の
抜
本
的
拡

充
」
を
求
め
て
署
名
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
各
団
体
か
ら
一
七

人
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
通
行

人
に
署
名
を
呼
び
か
け
る
と
、

あ
ち
こ
ち
に
人
だ
か
り
が
で
き
、

六
〇
分
間
で
一
二
六
筆
も
の
署

名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
山
町
の
二
〇
代
女
性
は

「
被
災
者
住
宅
の
家
賃
が
値
上

げ
さ
れ
た
と
い
う
報
道
を
見
た
。

私
も
何
か
で
き
な
い
か
と
思
っ

た
」
と
署
名
し
ま
し
た
。
宮
城

県
七
ヶ
浜
町
で
津
波
に
遭
い
、

家
屋
全
壊
の
被
害
を
受
け
た
世

帯
を
親
戚
に
も
つ
山
形
市
の
五

〇
代
女
性
は
「
被
災
者
は
三
〇

〇
万
円
の
支
援
金
だ
け
で
は
住

宅
を
再
建
で
き
な
い
。
国
の
責

勝
し
た
県
知
事
選
挙
を
通
じ
て

焦
点
に
な
っ
た
県
政
の
課
題
と

前
回
総
会
以
降
の
経
過
を
報
告
、

二
〇
二
一
年
の
運
動
方
向
を
提

案
し
ま
し
た
。
参
加
者
に
よ
る

活
発
な
活
動
報
告
を
交
流
し
、

「
軍
事
費
を
削
っ
て
コ
ロ
ナ
対

策
に
ま
わ
せ
」
を
掲
げ
、
「
総

選
挙
に
向
け
て
市
民
と
野
党
の

共
闘
前
進
の
一
翼
を
担
う
」
と

す
る
運
動
方
針
を
採
択
し
ま
し

た
。

　
続
い
て
、
共
産
党
の
高
橋
千

鶴
子
衆
議
院
議
員
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
国
会
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

野
党
四
党
が
共
同
提
出
し
た

「
医
療
・
介
護
・
保
育
労
働
者

等
へ
の
慰
労
金
支
給
法
案
」
の

質
疑
な
ど
報
告
。
ま
た
、
山
形

県
の
「
三
十
三
人
学
級
」
を
実

現
さ
せ
た
県
民
運
動
に
ふ
れ
、

「
今
国
会
で
小
中
学
校
の
三
十

五
人
学
級
の
実
現
に
つ
な
が
っ

て
い
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

任
で
普
通
の
暮
ら
し
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。
震
災
時
に
幼
稚
園
児

だ
っ
た
高
校
一
年
の
男
子
は

「
寒
さ
と
停
電
の
中
で
余
震
が

続
き
、
オ
ー
ル
電
化
の
た
め
暖

房
も
使
え
ず
、
大
変
な
思
い
を

し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
、

署
名
し
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
で
は
今
後
、
原

発
ゼ
ロ
を
求
め
る
具
体
的
な
行

動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
七
月
の
豪
雨
災
害
の
復

興
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、

県
労
連
は
三
月
一
六
日
、
山
形

市
に
義
援
金
と
し
て
一
〇
万
円

を
寄
付
し
ま
し
た
。
県
労
連
は

昨
年
来
、
被
災
自
治
体
に
同
様

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
勝
見
議
長
と
佐
藤

事
務
局
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、

佐
藤
孝
弘
市
長
に
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。
佐
藤
市
長
は
「
広

範
囲
に
被
害
が
及
ん
だ
の
で
、

寄
付
を
有
効
に
活
用
し
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

市
長
か
ら
感
謝

状
（
写
真
）
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
勝
見
議
長
は

こ
の
機
会
に
、

知
事
選
挙
後
、

県
と
い
く
つ
か

の
市
長
と
の
間

で
不
協
和
音
が

起
き
て
い
る
問

題
に
ふ
れ
、
県

市
長
会
長
で
も

あ
る
佐
藤
市
長
に
対
し
「
コ
ロ

ナ
や
災
害
克
服
の
た
め
に
も
県

と
市
町
村
が
力
を
合
わ
せ
る
よ

う
音
頭
を
と
っ
て
ほ
し
い
」
と

求
め
ま
し
た
。

　
「
軍
事

費
を
削
っ

て
く
ら
し

と
福
祉
・

教
育
の
充

実
を
」
国

民
大
運
動

山
形
県
実

行
委
員
会

は
三
月
一

八
日
、
山

形
市
内
で

二
〇
二
一

年
度
定
期

総
会
を
開

催
し
ま
し

た
。

　
冒
頭
、

代
表
委
員

の
一
人
で

あ
る
佐
藤

弘
・
県
商

工
団
体
連

合
会
会
長

が
主
催
者

あ
い
さ
つ
。

本
間
和
也

・
共
産
党

県
委
員
長

が
連
帯
あ

い
さ
つ
を

行
い
ま
し

た
。

　
勝
見
忍

事
務
局
長

が
議
案
提

案
で
、
圧

二
〇
二
〇
年
七
月
豪
雨
災
害

県
労
連
が
山
形
市
に
義
援
金

多くの人が足をとめ署名

主催者あいさつする佐藤弘代表委員（山商連会長）

山形市からの感謝状 右から佐藤事務局長、佐藤山形市長、勝見議長
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